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個別業績の前期実績値との差異に関するお知らせ 

 

当社は、個別業績予想につきましては公表を行なっておりませんが、2020 年２月期の個別業績につき

まして、前期実績値との差異が生じましたので下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

１．個別業績の前期実績値との差異について 

                                  （金額の単位：百万円）   

2020 年 2 月期通期個別業績と実績値（2019 年３月１日～2020 年 2 月 29 日） 

 

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前期実績（Ａ） 221,697 5,480 5,395 2,606 146 円 27 銭 

当期実績（Ｂ） 265,900 7,403 7,260 2,258 83 円 48 銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 44,203 1,922 1,864 △348  

増 減 率    （％） 19.9 35.1 34.6 △13.4  

※従来、「施設利用料収入」（仕入取引先から当社物流センターへ納品される商品の店舗への配送業務に対して仕入先 

から受け取る収入）から配送業務の委託先に対する手数料を控除した金額を「その他の営業収入」とし、「売上高」 

と共に「営業収益」の内訳項目として表示しておりましたが、「売上総利益」の実態をより適切に表すため、当事業 

年度から「売上原価」に含めて表示しております。そのため、2019 年２月期の「営業収益」についても同様の組替を 

行っております。 

 

２．差異の理由 

当期は、2019 年９月１日付でマックスバリュ中部株式会社と経営統合し、営業収益は前期比 119.9％

と拡大しました。各取り組みを進めた結果、営業総利益の伸びが販売費及び一般管理費の伸びを上回っ

たため、営業利益、経常利益は前期を上回り、当期純利益は特別損失 2,648 百万円計上したことに伴い

前期を下回りました。 

詳細につきましては、本日公表の「2020 年２月期決算短信［日本基準］(連結)」をご覧ください。 

 

以 上 


